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学位論文内容の要旨

  本論文は，Web上の映像の特徴に注目した検索の高度化に関する基礎的を研究の成果をまとめた

ものである．

  近年，スマートフオンの普及に伴いソーシャルメディアのビジネス利用が加速しており，様々を

ディジタルコンテンツ配信サービスが提供されている，このよう顔背景のもと，代表的をソーシャル

メディアサービスのーつである映像共有サーピスの利用が一層活発にをっている，映像共有サーピ

スは，ピジネス利用のみをらず個人ユーザが作成した映像コンテンツを容易に共有，公開すること

が可能であるため，膨大を量の映像がWeb上に存在するようになった．そのため，これらの大量の

Wめ映像の中からユーザが真に所望する映像の効果的を検索を可能とする技術の必要性が益々高

まっている，

  一般に，Wめ上に存在する映像の検索は予め付与された内容を表すキーワードに基づぃて行われ

る．このようを背景のもと，映像に対して自動的にキーワードを付与する手法が種々提案されてい

る．これらの手法では，映像から得られる画像特徴や音響特徴と映像の内容を表すキーワ―ドとの対

応を予め学習し，自動的に映像にキーワードを付与する．これらの手法を用いれぱ，大量の映像に自

動的にキーワードを付与して検索を行うことが可能とをる．しかしをがら，これらの手法では，Wめ

映像と日々増え続ける多種多様を内容を表すキーワードとの関係性を学習する必要があり，その検

索精度の向上には限界が存在する．一方，Wめべージのテキストから重要をキーワードを抽出する手

法が提案され，Wめべージに内包される映像に自動的にキーワードを付与することが可能である，こ

の手法を用いれば，映像に付与されたキーワードに基づく検索が可能となる．しかしをがら。この手

法では，映像から得られる画像及び音響特徴を考慮していをい．広くユーザが望む検索結果を提示す

るためには，画像や音響誼どの客観的に判断できる特徴に基づく検索結果を提示する必要がある．ま

た，従来の多くの検索手法では，ユーザによルクエりとして与えられたキーワードとの関係性やクエ

りとをる画像や映像との類似度に基づぃて順位付けした検索結果を提示する．しかしをがら。これら

の順位付けに基づく検索手法では，得られた検索結果に含まれる映像間の関係性を明示することは

難しく，多義性を持っようを検索クエりの場合には検索結果内に複数の内容の映像が混在するとい

う問題点が存在する，このよう顔問題を解決し，ユーザが真に望む映像を検索するためには，検索結

果 と し て 提 示 す る 映 像 間 の 関 係 性 を 可 視 化 す る 手 法 が 必 要 と さ れ て い る ．

  そこで，本論文ではWめ上の映像から得られる特徴と映像を含むWめべージ間のりンク関係を

用いた類似した内容の映像を含むWめコミュニティの抽出に基づく映像検索手法の提案を行趣っ

ている．提案手法では，Wめ映像に正準相関分析を適用して得られる画像特徴，音響特徴，及びテキ

スト特徴から映像の類似度を定義する．さらに，得られた類似度と映像を含むWめべージ間のりン

ク関係を用いて類似した内容のWめ映像を含むWめコミュニティの抽出を行う．これにより，提案

手法では従来の検索手法とは異をり。映像の内容とその視聴覚的特徴が類似した映像集合の抽出を
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可能とする．さらに，バネモデルを用いてWebコミュニティにおける各映像の関係性の可視化を実

現する，てれにより，従来の順位付けに基づく映像検索とは異をるWebコミュニティに基づく映像

検索とその結果の可視化を可能とする．以上のように，提案手法では類似した映像の集合とその関係

性をユーザに提示することにより膨大を量のWeb上の映像の中からユーザが真に所望する映像を

効果的を検索を実現する．

  本論文では，まず2章で映像検索及びWeb上の検索を行う従来手法について説明を行い，それら

の手法の問題点について示す．さらに，本論文で解決すべき課題について明確にする．第3章では，

Web上の映像から得られる特徴と映像を含むWebぺージ闇のりンク関係に基づぃて類似した内容

の映像を含むWebコミュニティの抽出を行い，得られたWebコミュニティに基づく映像検索手法

を示す．提案手法では，映像から得られる画像特徴と音響特徴，及びWebぺージのテキストから得

られる特徴に対して正準相関分析を適用し，得られる結果から映像の類似度を定義する．次に，映像

を含むWebべージ間のりンク関係に得られた類似度を重み付けしてりンク解析することにより，類

似した内容の映像を含むWebコミュニティの抽出を行う．さらに，得られたWebコミュニティを

ユーザが選択し，各特徴に基づぃて得られたWebコミュニティを統合することにより。映像の特徴

を考慮したWebコミュニティの抽出を実現する．これにより，提案手法では従来の順位付けに基づ

く映像検索とは異をり，類似した映像の集合に基づく検索が可能と顔る．第4章では第3章で提案

された手法を改良し，高精度をWebコミュニティ抽出を実現する．この手法では，映像から得られる

画像，音響及びテキスト特徴を1つのWebぺージとみをして各特徴間の類似度を算出する，さらに，

得られた類似度により重み付けされたりンク関係にりンク解析を施すことにより映像の特徴を考慮

したWebコミュニティの抽出を行う．てれにより，提案手法は高精度をWebコミュニティ抽出が可

能とをる，第5章では，実際のWeb上に存在する膨大誼量の映像を対象とするための高速を映像間

の類似度算出法を提案する．この手法で結，Locality Sensitive Hashingを用いることにより映像間の

類似度を高速に算出可能とする．これにより，より膨大を量の映像からの高速をWebコミュニティ

抽出が実現される．第6章では，Webコミュニティ抽出に基づく映像検索をより効果的に行うための

検索結果の可視化手法を提案する．提案手法では，バネモデルに対して映像間の類以度とりンク関係

により得られたWebコミュニティへの各映像の帰属度を導入する．また、映像間の類以度をりンク

関係の存在するWeb映像間のバネの強さとすることにより，Webコミュニティに含まれる映像間の

関係性の可視化を実現する．提案手法により類似した映像の集合とその関係性をユーザに提示し，膨

大を量のWeb上に存在する映像の中からユーザが真に所望する映像を効果的に検索することが可

能とをる．

  以上を要約すると，本論文はWeb上の映像から得られる特徴と映像を含むWebぺージ間のりン

ク関係に基づぃて類似した内容の映像を含むWebコミュニティに基づく映像検索手法を提案して

いる．また，本手法を実際のWeb上の映像に適用した実験を行うことによりその有効性を示して

いる．

― 656－



学位論文審査の要旨

主査  教授  長谷山美紀
副査  教授  山本  強
副査  教授  荒木健治

学 位 論 文題 名

Web映像の特徴に注目した検索の高度化に関する研究

(A Study on Advanced Video Retrieval Based on Web Video Features)

  本論文は，Web上の映像の特徴に注目した検索の高度化に関する基礎的を研究の成果をまとめた

ものである．

  近年，スマートフオンの普及に伴いソーシャルメディアのビジネス利用が加速しており．様々を

ディジタルコンテンツ配信サービスが提供されている．このような背景のもと，代表的をソーシャル

メディアサービスのーっである映像共有サーピスの利用が一層活発にをっている．映像共有サーピ

スは，ピジネス利用のみをらず個人ユーザが作成した映像コンテンツを容易に共有，公開すること

が可能であるため，膨大を量の映像がWeb上に存在するように誼った．そのため．これらの大量の

Web映像の中からユーザが真に所望する映像の効果的を検索を可能とする技術の必要性が益々高

まっている．

  一般に，Web上に存在する映像の検索は予め付与された内容を表すキーワードに基づぃて行われ

る．このような背景のもと，映像に対して自動的にキーワードを付与する手法が種々提案されてい

る．これらの手法では，映像から得られる画像特徴や音響特徴と映像の内容を表すキーワードとの対

応を予め学習し，自動的に映像にキーワードを付与する．これらの手法を用いれば，大量の映像に自

動的にキーワードを付与して検索を行うことが可能と教る．しかし誼がら，これらの手法では，Web

映像と日々増え続ける多種多様を内容を表すキーワードとの関係性を学習する必要があり，その検

索精度の向上には限界が存在する．ー方，Webべージのテキストから重要謡キーワードを抽出する手

法が提案され，Webべージに内包される映像に自動的にキーワードを付与することが可能である．こ

の手法を用いれば，映像に付与されたキーワードに基づく検索が可能とをる，しかしをがら，この手

法では，映像から得られる画像及び音響特徴を考慮していをい．広くユ―ザが望む検索結果を提示

するためには，画像や音響をどの客観的に判断できる特徴に基づく検索結果を提示する必要がある．

また，従来の多くの検索手法では，ユーザによルクエりとして与えられたキーワードとの関係性やク

エりと教る画像や映像との類似度に基づぃて順位付けした検索結果を提示する．しかしをがら，これ

らの順位付けに基づく検索手法では，得られた検索結果に含まれる映像間の関係性を明示すること

は難しく，多義性を持っようを検索クエりの場合には検索結果内に複数の内容の映像が混在すると

いう問題点が存在する．このよう誼問題を解決し，ユーザが真に望む映像を検索するためには，検索

結 果 と し て 提 示 す る 映 像 間 の 関 係 性 を 可 視 化 す る 手 法 が 必 要 と さ れ て い る ．

  そこで，本論文ではWeb上の映像から得られる特徴と映像を含むWebぺージ闇のりンク関係を

用いた類似した内容の映像を含むWebコミュニティの抽出に基づく映像検索手法の提案を行なっ
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ている．提案手法では，Web映像に正準相関分析を適用して得られる画像特徴，音響特徴，及びテキス

ト特徴から映像の類似度を定義する．さらに，得られた類似度と映像を含むWebベージ間のりンク

関係を用いて類似した内容のWeb映像を含むWebコミュニティの抽出を行う，これにより，提案手

法では従来の検索手法とは異をり，映像の内容とその視聴覚的特徴が類似した映像集合の抽出を可

能とする，さらに．バネモデルを用いてWebコミュニティにおける各映像の関係性の可視化を実現

する．これにより．従来の順位付けに基づく映像検索とは異をるWebコミュニティに基づく映像検

索とその結果の可視化を可能とする．以上のように，提案手法では類似した映像の集合とその関係性

をユーザに提示することにより膨大を量のWeb上の映像の中からユーザが真に所望する映像を効

果的を検索を実現する．

  本論文では，まず2章で映像検索及びWeb上の検索を行う従来手法について説明を行い，それ

らの手法の問題点について示す．さらに，本論文で解決すべき課題について明確にする．第3章で

は，Web上の映像から得られる特徴と映像を含むWebぺージ間のりンク関係に基づぃて類似した内

容の映像を含むWebコミュニティの抽出を行い，得られたWebコミュニティに基づく映像検索手

法を示す．提案手法では，映像から得られる画像特徴と音響特徴，及びWebぺージのテキストから

得られる特徴に対して正準相関分析を適用し，得られる結果から映像の類似度を定義する．次に，映

像を含むWebべージ間のりンク関係に得られた類似度を重み付けしてりンク解析することにより。

類似した内容の映像を含むWebコミュニティの抽出を行う．さらに，得られたWebコミュニティを

ユーザが選択し，各特徴に基づぃて得られたWebコミュニティを統合することにより，映像の特徴

を考慮したWebコミュニティの抽出を実現する．これにより，提案手法では従来の順位付けに基づ

く映像検索とは異をり，類似した映像の集合に基づく検索が可能とをる．第4章では第3章で提案

された手法を改良し，高精度教Webコミュニティ抽出を実現する．この手法では，映像から得られる

画像，音響及びテキスト特徴を1つのWebぺージとみをして各特徴間の類似度を算出する．さらに。

得られた類似度により重み付けされたりンク関係にりンク解析を施すことにより映像の特徴を考慮

したWebコミュニティの抽出を行う．これにより，提案手法は高精度をWebコミュニティ抽出が可

能とをる．第5章では，実際のWeb上に存在する膨大を量の映像を対象とするための高速を映像間

の類似度算出法を提案する．この手法で，Locality Sensitive Hashingを用いることにより映像間の類

似度を高速に算出可能とする．これにより，より膨大を量の映像からの高速をWebコミュニティ抽

出が実現される．第6章では，Webコミュニティ抽出に基づく映像検索をより効果的に行うための検

索結果の可視化手法を提案する．提案手法では，バネモデルに対して映像間の類以度とりンク関係に

より得られたWebコミュニティへの各映像の帰属度を導入する．また，映像間の類以度をりンク関

係の存在するWeb映像間のバネの強さとすることにより，Webコミュニティに含まれる映像間の関

係性の可視化を実現する．提案手法により類似した映像の集合とその関係性をユーザに提示し，膨大

を量のWeb上に存在する映像の中からユーザが真に所望する映像を効果的に検索することが可能

と誼る．

  これを要するに，著者は，Web上の映像から得られる特徴と映像を含むWebべージ間のりンク関

係に基づぃて類似した内容の映像を含むWebコミュニティに基づく映像検索手法を提案し，本手法

を実際のWeb上の映像に適用した実験を行うことによりその有効性を示しており，本研究を通じ

て，情報科学の分野に貢献すること大をるものがある．

  よって著者は，北海道大学博士（情報科学）の学位を授与される資格あるものと認める．
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